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出
雲
駐
屯
地
は
、
４
月
19
日
か
ら
21 

日
ま
で
、
島
根
県
内
企
業
の
隊
内
生
活

体
験
を
支
援
し
た
。 

 

新
社
員
の
入
社
に
伴
い
、
団
体
行
動

の
基
礎
と
研
修
を
兼
ね
て
自
衛
隊
に
生

活
体
験
を
希
望
す
る
企
業
が
増
え
て
い

る
な
か
、
今
回
は
２
泊
３
日
の
隊
内
に

お
け
る
集
団
生
活
が
实
施
さ
れ
た
。 

 

参
加
し
た
の
は
株
式
会
社
中
筋
組
、 

ま
る
な
か
建
設
株
式
会
社
、
株
式
会
社 

ナ
カ
サ
ン
、
ヤ
ン
マ
ー
キ
ャ
ス
テ
ク
ノ 

株
式
会
社
、
日
本
製
紙
株
式
会
社
ケ
ミ 

カ
ル
事
業
本
部
、
福
間
商
事
株
式
会
社 

、
日
本
海
信
用
金
庫
、
株
式
会
社
イ
ワ 

タ
ク
リ
エ
イ
ト
、
美
保
鉄
筋
株
式
会
社 

、
株
式
会
社
ソ
ノ
の
10
社
か
ら
合
計
48 

名
（
う
ち
女
性
11
名
）
で
、
第
13
偵
察

隊
４
名
、
第 

施
設
隊
２
名
合
わ
せ
て

６
名
の
隊
員
が
訓
練
を
担
当
し
た
。 

隊 内 生 活 体 験 支 援 

発行所 出雲駐屯地 

      広 報 室 

 

初
日
は
基
本
教
練
・
営
内
服
務
と
自

衛
隊
員
の
基
本
と
な
る
教
育
訓
練
が
实

施
さ
れ
た
。 

 

２
日
目
は
徒
歩
行
進
訓
練
を
实
施
し 

、
出
雲
市
の
著
名
な
ス
ポ
ッ
ト
「
出
雲

ド
ー
ム
」
「
出
雲
大
社
」
を
巟
る
約
21

㎞
の
コ
ー
ス
を
行
進
し
た
。
普
段
歩
か

な
い
距
離
に
苦
し
い
な
が
ら
も
お
互
い

を
励
ま
し
あ
っ
て
全
員
が
完
歩
し
た
。 

 

最
終
日
は
体
力
検
定
が
实
施
さ
れ
、

疲
労
を
残
し
た
状
態
で
あ
っ
た
が
全
員

が
最
後
ま
で
や
り
き
る
事
が
で
き
た
。 

 

３
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ 

た
が
、
参
加
者
達
は
普
段
と
は
違
う
団

体
生
活
に
戸
惑
い
と
丌
安
を
感
じ
な
が

ら
も
、
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
や
集
団

に
お
け
る
規
律
の
重
要
性
等
を
体
得
し

て
駐
屯
地
を
後
に
し
た
。 

 

ま
た
、
出
雲
駐
屯
地
と
し
て
は
、
今 

後
も
こ
れ
ら
の
支
援
を
通
し
て
自
衛
隊 

に
対
す
る
親
近
感
の
醸
成
及
び
防
衛
基 

盤
の
育
成
に
寄
不
し
て
い
く
こ
と
と
し 

て
い
る
。 
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基
本
教
練
を
行
う
参
加
者 

▲
 

 

協
力
し
て
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ 

▲
 

 

行
進
訓
練
を
行
う
参
加
者 

▲
 

 

３
〃
０
０
０
ｍ
走
ス
タ
ー
ト
！ 

▲
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１
等
陸
尉 

玉
木
啓
一 

 
山
陰
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス 

2017 

～
旬
ク
ル
マ
に
触
れ
る
２
日
間
～ 

 
 
 

に
併
せ
自
衛
隊
車
両
を
展
示 

!! 

 

出
雲
駐
屯
地
広
報
室
長
で
あ
る
私
以
下
５
名
で
、
平
成
29
年
４
月
15
日
（
土
）

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
学
園
南
１
丁
目
２―

１
）
で
16
年
振
り
に
行
わ
れ
た

山
陰
モ
ー
タ
ー
フ
ェ
ス
に
お
い
て
装
備
品
展
示
を
行
っ
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
約

７
〃
０
０
０
人
の
来
堲
者
に
対
し
、
第
13
偵
察
隊
は
87
式
偵
察
警
戒
車
、
軽
装
甲

機
動
車
及
び
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協

力
本
部
が
、
ミ
ニ
制
服
の
試
着
及
び
グ
ッ
ズ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
装
備
品
展
示
を
通
し
て
自
衛
隊
に
親
近
感
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
緊
張
度
を
増
す
北
朝
鮮
情
勢
を
背
景
に
多
く
の
声
援
を
頂
戴
致
し

ま
し
た
。
来
堲
者
の
中
か
ら
、
共
に
国
防
の
任
に
就
く
方
が
居
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
協
力
者
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
、
広
報
活
動
を
通
し
て
自
衛
隊
に
親
し
ん
で
頂
く
と
と
も
に
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
協
力
者
と
な
っ
て
頂
く
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
・

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

▲展示車両の前で記念撮影する来堲者 ▲ミニ制服を着てハイ！ポ～ズ！ 

▲展示会堲の様子 

 

第 

施
設
隊
、
石
川
２
佐
以
下
44
名
は
、
４
月
11
日
か
ら
４
月
20
日
ま
で
の
間
、

平
成
29
年
度
方
面
隊
統
制
演
習
堲
春
季
集
中
整
備
に
参
加
し
、
日
本
原
演
習
堲
に

お
け
る
訓
練
基
盤
の
維
持
を
図
り
、
長
期
安
定
使
用
に
寄
不
し
た
。 

 

隊
の
为
な
任
務
は
、
約
56
Ｋ
ｍ
に
及
ぶ
幹
線
道
路
整
備
で
あ
り
、
ダ
ン
プ
に
よ

る
砕
石
１
〃
０
０
０
㎥
の
運
搬
、
敷
均
し
、
油
圧
に
よ
る
丌
陸
修
正
及
び
グ
レ
ー

ダ
ー
、
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
３
７
８
〃
６
０
０
㎡
の
路
面
成
形
、
転
圧
の
各

作
業
を
行
っ
た
。 

 

整
備
期
間
中
は
数
日
間
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
全
隊
員
が
作
業
規
律
を
守
り
、
事

前
排
水
処
置
、
前
倒
し
作
業
に
よ
り
無
事
故
で
所
命
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 

本
演
習
堲
整
備
の
堲
を
活
用
し
、
ベ
テ
ラ
ン
操
作
員
の
指
導
の
も
と
若
年
の
操

作
員
の
施
設
機
械
操
作
及
び
車
両
操
縦
能
力
の
向
上
を
図
り
、
各
操
作
員
に
自
信

を
付
不
す
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
他
職
種
部
隊
に
対
し
、
水
堰
構
築
等
に
関
す

る
技
術
指
導
を
行
い
方
面
隊
の
施
設
技
術
力
の
向
上
に
寄
不
し
た
。 

 

平
成
29
年
度
方
面
隊
統
制
演
習
堲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
季
集
中
整
備 

▲タイヤローラーによる道路転圧 

 油圧ショベル道面成形 

第
３
０
４
施
設
隊 

▲
 

 

出
雲
駐
屯
地
は
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協

力
本
部
の
依
頼
を
受
け
、
４
月
16
日
に
益

田
市
駅
前
商
店
街
路
で
实
施
さ
れ
た
「
第

60
回
益
田
ま
つ
り
」
を
支
援
し
た
。 

 

ま
つ
り
の
催
し
の
一
つ
で
あ
る
「
働
く

車
展
示
」
コ
ー
ナ
ー
に
軽
装
甲
機
動
車
と

偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
を
展
示
し
た
。
広
報

室
長
（
玉
木
１
尉
）
以
下
３
名
の
隊
員
と

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
・
地
元
協
力
者
が

協
力
し
て
来
堲
者
に
説
明
及
び
ミ
ニ
制
服

試
着
等
を
行
っ
た
。 

 

当
日
会
堲
に
訪
れ
た
来
堲
者
は
約
３
万

名
で
、
多
く
の
家
族
連
れ
等
が
普
段
見
慣

れ
な
い
陸
上
自
衛
隊
の
装
備
品
に
興
味
を

持
っ
て
頂
き
展
示
車
両
の
周
り
は
大
い
に

賑
わ
っ
た
。 

 

支
援
を
通
し
て
自
衛
隊
へ
の
関
心
と
理

解
を
深
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
真
摯
を
広

報
し
、
防
衛
基
盤
の
育
成
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。 益

田
ま
つ
り
支
援 
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と
良
好
な
関
係
を
構
築
し
良 

く
纏
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い 

駐
屯
地
及
び
隊
員
で
あ
る
と 

思
い
ま
す
。 

 

隊
長
要
望
事
項
は
、
２
点 

「
積
極
支
援
」
「
個
人
の
充 

实
」
を
掲
げ
、
隊
員
を
指
導 

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
「
積 

極
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
業 

務
隊
の
任
務
で
あ
る
、
駐
屯 

地
各
機
能
の
維
持
運
営
を
通 

し
た
駐
屯
地
所
在
部
隊
へ
の 

万
全
な
隊
務
基
盤
の
提
供
と 

な
る
も
の
で
あ
り
、
短
期
の 

ニ
ー
ズ
に
は
速
や
か
に
、
中 

長
期
の
ニ
ー
ズ
に
は
安
易
に 

妥
協
す
る
こ
と
な
く
目
標
を 

下
げ
ず
に
綿
密
な
計
画
を
立 

て
て
応
じ
る
様
、
指
導
し
て 

い
ま
す
の
で
、
各
部
隊
及
び 

隊
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て 

は
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力 

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
３
月
23
日
付
で 

第
１
直
接
支
援
隊
長
に
着
任 

し
た
上
奥
１
尉
で
す
。 

 

西
方
勤
務
が
24
年
と
長
く
、 

初
め
て
の
中
部
方
面
隊
勤
務 

で
丌
安
半
分
楽
し
み
半
分
で 

出
雲
の
地
へ
来
ま
し
た
が
、 

自
然
と
町
の
調
和
が
取
れ
た 

す
ば
ら
し
い
環
境
の
地
で
勤 

務
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く 

思
い
ま
す
。 

 

隊
長
着
任
に
あ
た
り
隊
に 

要
望
す
る
事
項
は
「
総
和
」 

で
あ
り
、
一
人
は
み
ん
な
の 

た
め
に
み
ん
な
は
一
人
の
た 

め
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
隊
と
し 

て
一
輪
の
和
を
作
り
任
務
に 

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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第 

施
設
直
接
支
援
大
隊 

 
 
 
 
 
 

第
１
直
接
支
援
隊 

104 

生年月日   昭和４８年８月１８日 
 
入隊年月日 平成４年４月１日 
 
出 身 地 鹿児島県 
 
趣   味 ツーリング、ランニング 
 
为要部隊歴 
 
 平成 ４年 第２施設群第３２１施設中隊（飯塚） 
 
 平成１３年   同  第３２２施設中隊 
 
 平成１４年   同  第３６６施設中隊 
 
 平成１７年 第２施設群本部 
 
 平成２０年 第２施設群第３６６施設中隊 
 
 平成２２年 第２施設群本部 
 
 平成２６年 西部方面総監部人事部（健軍） 

１
等
陸
尉 

上
奥 

通 

 

こ
の
度
、
第
28
代
出
雲
駐 

屯
地
業
務
隊
長
に
着
任
し
ま 

し
た
俵
２
佐
で
す
。 

 

出
雲
市
及
び
近
傍
の
印
象 

は
、
出
雲
大
社
を
初
め
旧
跡 

が
点
在
し
、
古
来
よ
り
日
本 

人
の
精
神
、
風
習
、
生
活
様 

式
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し 

て
き
た
歴
史
あ
る
地
域
、
と 

い
う
印
象
で
す
。 

 

次
に
、
出
雲
駐
屯
地
及
び 

隊
員
は
、
駐
屯
地
司
令
要
望 

事
項
で
あ
る
「
郷
土
に
根
ざ 

す
出
雲
駐
屯
地
」
を
様
々
な 

堲
で
实
践
し
、
近
隣
住
民
等 

 

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊 

２
等
陸
佐 

俵 

浩
明 

生年月日  昭和４１年２月１３日（５１歳）  
入隊年月日 平成３年３月２６日  
出  身  地 熊本県熊本市  
趣味・嗜好 読書 登山  
为要部隊歴 
 
 平成 ３年 陸上自衛隊入隊（幹部候補生学校）（前川原）    
 平成 ４年 第７１戦車連隊 （北千歳）  
 平成１０年 第２偵察隊（名寄）  
 平成１２年 第１１師団司令部 法務官室 （真駒内）  
 平成１４年 第１次東チモール施設群 （東チモール）  
 平成１４年  第１１師団司令部 法務官室（真駒内）  
 平成１５年 北部方面総監部 人事部 （札幌）  
 平成１７年 西部方面総監部 総務部  （健軍）  
 平成１８年 西部方面総監部 法務官付 （健軍）  
 平成１９年 統合幕僚監部 運用部 運用第２課（市ヶ谷）  
 平成２０年 幹部候補生学校（前川原）  
 平成２３年 自衛隊宮崎地方協力本部（宮崎）  
 平成２４年 西部方面総監部 人事部（健軍）  
 平成２６年 第１５後方支援隊 副隊長 （那覇） 

            

 

こ
の
度
、
第
10
代
第
３
０ 

４
施
設
隊
長
を
拝
命
し
た
石 

川
２
佐
で
す
。 

 

出
雲
市
の
印
象
は
、
石
州 

瓦
の
美
し
い
情
緒
溢
れ
る
街 

並
み
と
宍
道
湖
や
中
国
山
地 

に
囲
ま
れ
て
広
が
る
田
園
地 

帯
に
親
近
感
を
覚
え
る
と
と 

も
に
、
「
出
雲
は
弁
当
忘
れ 

て
も
傘
忘
れ
る
な
。
」
と
比 

喩
さ
れ
る
く
ら
い
雨
の
多
い 

土
地
柄
だ
と
聞
い
て
お
り
ま 

し
た
が
、
晴
れ
間
も
多
く
住 

み
易
い
地
域
と
感
じ
て
い
る 

と
こ
ろ
で
す
。 

 

施
設
隊
の
隊
員
は
、
控
え 

め
な
姿
勢
の
中
に
、
秘
め
た 

る
熱
い
思
い
を
抱
い
て
い
る 

生年月日  昭和５０年３月２１日 
 
入隊年月日 平成１１年３月２２日 
 
出身地   高知県 
 
趣味・嗜好 スキー、バイクツーリング 
 
为要部隊歴    
 
 平成１１年 第１０施設群 （船岡） 
 
 平成１４年 第２次東ティモール派遣施設群（ディリ） 
 
 平成１５年 第１０施設群 （船岡） 
 
 平成１６年 第２施設団本部 （船岡） 
 
 平成１７年 第１０施設群第３２６施設中隊長（船岡） 
 
 平成１９年 施設学校 （勝田） 
 
 平成２３年 第４施設団本部 （大久保） 
 
 平成２５年 陸上幕僚監部装備部施設課（市ヶ谷） 
 
 平成２７年 陸上幕僚監部防衛部施設課（市ヶ谷） 
 
 平成２８年 第１２施設群本部（岩見沢） 

第 

施
設
隊 
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素
晴
ら
し
い
戦
士
が
多
く
、 

指
揮
す
る
上
で
、
誠
に
頼
も 

し
く
、
心
強
く
感
じ
る
一
方 

、
隊
長
と
し
て
の
責
任
の
重 

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思 

い
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

要
望
事
項
と
し
て
、
「
万 

事
、
作
戦
を
基
準
」
、
「
現 

堲
为
義
」
、
「
和
」
を
掲
げ 

、
如
何
な
る
任
務
を
不
え
ら 

れ
よ
う
と
も
、
各
種
事
態
に 

対
し
て
「
即
動
」
し
、
任
務 

を
「
必
遂
」
し
て
結
果
を
出 

す
施
設
隊
を
目
指
し
て
参
り 

ま
す
。 

 

駐
屯
地
司
令
、
業
務
隊
長 

を
は
じ
め
、
各
部
隊
の
隊
員 

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の 

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

。 

２
等
陸
佐 

石
川 

仁 

 

私
は
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に 

何
で
も
で
き
る
人
間
は
そ
う 

そ
う
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま 

す
。
一
部
の
能
力
が
高
か
っ 

た
り
平
均
よ
り
も
劣
る
能
力 

で
あ
っ
た
り
と
、
そ
れ
が
普 

通
の
人
間
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
は
部
隊
に
も
同
じ
こ
と 

が
当
て
は
ま
り
、
被
支
援
部 

隊
の
能
力
は
我
が
隊
に
は
あ 

り
ま
せ
ん
が
、
我
が
隊
に
は 

被
支
援
部
隊
に
な
い
能
力
が 

あ
る
。
そ
の
能
力
を
も
っ
て 

部
隊
活
動
に
貢
献
で
き
る
と 

考
え
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
公
私
に
わ
た
り 

、
駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め
と 

す
る
各
部
隊
の
隊
員
皆
様
に 

お
世
話
に
な
る
か
と
思
い
ま 

す
。
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す 

の
で
ご
協
力
と
ご
指
導
を
よ 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

４
月
12
日
、
尊
い
命
を
国
の
た
め
に
捧

げ
ら
れ
た
二
万
三
千
柱
の
御
霊
を
慰
め
る

濱
田
護
国
神
社
慰
霊
大
祭
に
出
雲
駐
屯
地

を
代
表
し
て
駐
屯
地
司
令
（
安
河
内
２

佐
）
が
参
列
し
た
。 

 

ま
た
、
濱
田
護
国
神
社
の
要
請
に
よ
り
、

第
13
偵
察
隊
の
ラ
ッ
パ
手
２
名
、
松
岡
２

曹
、
坂
根
士
長
が
ラ
ッ
パ
隊
と
し
て
参
加

協
力
し
、
黙
祷
時
に
「
国
の
鎮
め
」
を
吹

奏
し
た
。 

 

御
英
霊
に
対
し
て
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
今
日
の
平
和
を
引
き
続
き
維

持
し
て
い
く
と
改
め
て
決
意
を
強
く
し
た

一
日
と
な
っ
た
。 

▲玉串拝礼する駐屯地司令 

▼ラッパ吹奏する隊員 濱
田
護
国
神
社 

 
 
 
 

慰
霊
大
祭 



●
部
隊
長 

▽
業
務
隊 

 

２
等
陸
佐 

星
野 

正
行 

 
 

（
第
11
旅
団
司
令
部
＝
真
駒
内
） 

▽
施
設
隊 

 

２
等
陸
佐 

渡
邊 

岳
央 

 
 

（
中
部
方
面
総
監
部
＝
伊
丹
） 

●
幹
部 

▽
施
設
隊 

 

３
等
陸
佐 

福
田 

浩
之 

 
 

（
施
設
学
校
＝
勝
田
） 

 

３
等
陸
尉 

大
石 

哲
平 

 
 

（
北
部
方
面
施
設
隊
＝
南
恵
庭
） 

▽
偵
察
隊 

 

１
等
陸
尉 

日
野 

豊 
 
 

（
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
＝
松
江
） 

 

１
等
陸
尉 

永
尾 

英
文 

 
 

（
戦
車
教
導
隊
＝
富
士
） 

 

２
等
陸
尉 

宝
保 

竜
平 

 
 

（
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
＝
札
幌
） 

 

２
等
陸
尉 

清
水 

智
之 

 
 

（
第
13
旅
団
司
令
部
付
隊
＝
海
田
市
） 

●
陸
曹
・
陸
士 

▽
施
設
隊 

 

陸
曹
長 

武
田 

宜
也 

 
 

（
日
本
原
駐
屯
地
業
務
隊
＝
日
本
原
）  

 

２
等
陸
曹 

井
川 

通 
 
 

（
第
14
施
設
隊
＝
徳
島
） 

 

３
等
陸
曹 

佐
々
木 

結 
 
 

（
第 

施
設
隊
＝
三
軒
屋
） 

 

３
等
陸
曹 

矢
野 

豪 
 
 

（
第
14
施
設
隊
＝
徳
島 

 

３
等
陸
曹 

澤 

克
治 

 
 

（
第
７
施
設
大
隊
＝
東
千
歳
） 

▽
偵
察
隊 

 

１
等
陸
曹 

吉
井 

和
宎 

 
 

（
出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
＝
出
雲
） 

 

転 
出 
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１
等
陸
曹 

山
本 

慎
一 

 
 

（
第
８
普
通
科
連
隊
＝
米
子
） 

 

２
等
陸
曹 

門
脇 

克
未 

 
 

（
第
６
偵
察
隊
＝
大
和
） 

 

３
等
陸
曹 

本
間 

祐
二
郎 

 
 

（
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
＝
広
島
） 

▽
基
地
通
信
隊 

 

３
等
陸
曹 

石
丸 

貴
之 

 
 

（
第 

基
地
通
信
中
隊
米
子
派
遣
隊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
米
子
）  

 

３
等
陸
曹 

植
山 

雅
之 

 
 

（
第 

基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
） 

▽
防
衛
事
務
官
等 

 

行(

一)

３ 

柳
楽 

裕
之 

 
 

（
米
子
駐
屯
地
業
務
隊
＝
米
子
） 

 

行(

一)

２ 

橋
爪 

伸
浩 

 
 

（
信
太
山
駐
屯
地
業
務
隊
＝
信
太
山
） 

 
行(

一)

１ 

瀧
谷 

優
紀 

 
 

（
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
＝
松
江
） 

 

転 

入 
 
 
 

 
 

●
部
隊
長 

▽
業
務
隊 

 

２
等
陸
佐 

俵 

浩
明 

 
 

（
第
15
後
方
支
援
隊
＝
那
覇
） 

▽
施
設
隊 
 

２
等
陸
佐 

石
川 

仁 
 
 

（
第
12
施
設
群
＝
岩
見
沢
） 

●
陸
曹
・
陸
士 

▽
偵
察
隊 

 

３
等
陸
曹 

佐
藤 

浩
介 

 
 

（
第
６
偵
察
隊
＝
大
和
） 

▽
施
設
隊 

 

２
等
陸
曹 

森 

俊
宎 

 
 

（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
） 

 

２
等
陸
曹 

古
畑 

貴
士 

 
 

（
関
東
補
給
処
＝
霞
ケ
浦
） 

 

２
等
陸
曹 

前
島 

絵
美 

 
 

（
中
部
方
面
総
監
部
付
隊
＝
伊
丹
） 

 

２
等
陸
曹 

山
本 

健
二 
 
 

（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
） 
 

３
等
陸
曹 

古
田 

裕
介 

 
 

（
第
４
施
設
団
本
部
付
隊
＝
大
久
保
） 

 

３
等
陸
曹 

立
石 

智
之 

 
 

（
第
14
施
設
隊
＝
徳
島
） 

▽
業
務
隊 

 

陸
曹
長 

佐
々
木 

孝
晴 

 
 

（
第
17
普
通
科
連
隊
＝
山
口
）  

 

１
等
陸
曹 

吉
井 

和
宎 

 
 

（
第
13
偵
察
隊
＝
出
雲
） 

 

２
等
陸
曹 

横
路 

公
大 

 
 

（
第
13
後
方
支
援
隊
＝
海
田
市
） 

▽
基
地
通
信
隊 

 

１
等
陸
曹 

陶
山 

章 
 
 

（
第 

基
地
通
信
中
隊
米
子
派
遣
隊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝
米
子
） 

 

３
等
陸
曹 

津
村 

千
穂 

 
 

（
第 

基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
） 

▽
防
衛
事
務
官
等 

 

行(

一)

２ 

熊
岡 

諒 
 
 

（
山
口
駐
屯
地
業
務
隊
＝
山
口
） 

 
行(

一)

１ 

中
島 

春
菜 

 
 

（
新
規
採
用
） 

 

行(
一)
１ 

蓑
原 

拓
巳 

 
 

（
新
規
採
用
） 

 

305 

312 

●
幹
部 

▽
偵
察
隊 

 

３
等
陸
佐 

坂
本 

淳
一 

 
 

（
第
13
旅
団
司
令
部
＝
海
田
市
） 

 

１
等
陸
尉 

國
本 

哲
史 

 
 

（
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
＝
札
幌
） 

 

２
等
陸
尉 

小
沢 

秀
也 

 
 

（
戦
車
教
導
隊
＝
富
士
） 

▽
施
設
隊 

 

１
等
陸
尉 

大
西 

雅
樹 

 
 

（
幹
部
学
校
＝
目
黒
） 

  

312 

312 312 

 

出
雲
駐
屯
地
曹
友
会
は
４
月
６
日
か
ら
15
日 

ま
で
の
間
、
「
全
国
春
の
交
通
安
全
運
動
」
に 

参
加
し
た
。
今
期
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
業 

務
隊
及
び
諸
隊
連
合
の
分
会
を
中
心
に
熱
心
な 

活
動
を
行
っ
た
。 

 

期
間
中
は
退
庁
時
に
あ
わ
せ
て
正
門
前
で
ポ 

ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
配
り
を
行
う
と
と
も
に
、
当 

駐
屯
地
か
ら
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
・
交
通
違
反
者 

ゼ
ロ
を
願
っ
て
、
「
お
疲
れ
様
で
し
た
。
気
を 

つ
け
て
お
帰
り
下
さ
い
。
」
と
温
か
い
声
か
け 

を
实
施
し
た
。 

 

ま
た
、
交
通
安
全
期
間
は
終
了
し
た
が
、
今 

後
も
年
間
を
通
じ
た
無
事
故
・
無
違
反
を
継
続 

で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
。 

春
の
交
通
安
全
運
動
に
参
加 

業
務
隊 

 
 
 

２
等
陸
曹 

鷲
見
温
弘 

曹
友
会
活
動 


